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研究成果の概要：海洋ブイに GPS を搭載し，津波の早期検知や波浪防災に資する研究を行っ
た．沿岸から 20kmを超える海域でも高い精度で海面変動をとらえられる目途を付けることが
できた．このほか次世代ブイに向けた基礎データの収集，沿岸住民への情報提供，気象観測装
置の搭載による総合観測ステーションとしての実利用に道を開くことができた． また，数値シ
ミュレーションとの併用による津波予測の高精度化に関する基礎的な検討を行った． 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は平成6年頃に基礎的な研究を開始
して以来，科研費をはじめとする各種の補助
金によって開発研究が進められてきた．GPS
津波計の考え方は，世界でも類を見ない津波
の早期検知システムの方式であり，かつ実用
化が大いに期待されてきた．こうした背景の
もと平成14-16年度には文科省産学官連携イ
ノベーション創出事業費補助金によって高
知県室戸岬沖に実用化をめざした実験機が
設置された．また，平成16年と17年には受

賞された他，平成 19 年頃より国土交通省の
全国波浪観測網の一部に採択され，三陸地方
や高知県足摺岬沖等 10 か所を超える場所に
GPS波浪計として設置されている．  
 
２．研究の目的 
 前記のように，GPS津波計は既に一部実用
化しているが，まだ多くの改善すべき点があ
る．最も重要な点は，現在のシステムでは
RTK方式を用いていることから，地上に置か
れた基準局からの距離が最大でも 20km程度
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と短いことである．また，今後の更なる実用
化のために解決すべき課題が多数ある．そこ
で，今回の科研費では，室戸沖に設置されて
いる GPS 津波計を活用して，以下の目的を
設定して研究を行うこととした． 
(1)長期間・長距離の運用に耐える GPS 津波
計の機能向上の要件を明らかにする 
(2)GPS 津波計を用いた実利用可能な津波防
災システムの構築を図る． 
(3)GPS ブイを総合的海洋観測ステーション
として活用し，波浪・高潮防災にも寄与する
ための調査を行う． 
(4)GPS ブイの運用時及び撤収時における海
洋環境への影響調査と最適な運用体制・更
新・撤去手法を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 研究には高知県室戸沖に設置されている
GPSブイを用いることとした．(1)のGPS津
波計の機能向上のため，基地局を陸上に複数
設置して長距離化実験が行えるようにした．
また，新たに RTK ソフトウェアを開発し，
既存のソフトウェアと比較検討することと
した．また，(2)のためには Web によるデー
タ公開のほか，地元自治体との連携あるいは
津波予測シミュレーションとの融合したシ
ステムを検討することとした．(3)のためには
ブイに気象・海象観測システムを搭載し多機
能化を図ったほか，既存の波浪観測システム
への組み込みを行って実利用に供すること
とした．最後に(4)については耐用年数を終え
た津波計の撤収時における環境への影響を
配慮した施工要領などについての検討を行
うこととした． 
 
４．研究成果 
 本研究では特に(1)の GPS津波計の長距離
化についての研究に力を注いで実施した．
50km を超える長基線でも安定して 1～2cm
程度の精度で海面高変化をとらえることが
できる RTK ソフトウェアの開発を行った．
複数設置した陸上基地局との間での基線解
析を実施し，50km 程度でも安定してよい精
度が得られることを確認した．また，時折発
生する精度劣化やデータ欠損に対処するた
め，複数のソフトウェアを同時に走らせてよ
い方をとるなどのハイブリッド化を行って
システムの稼働率を向上させることに成功
した．また，ブイが大型フェリーとの衝突に
より沈没したことからその回復過程におい
て新たなブイの設計にあたって，より衝突ダ
メージに対抗する設計を行うことができた． 
 (2)については海面高変化をほぼリアルタ
イ ム で Web 上 に 公 開 し た
（http://www.tsunamigps.com/）ほか，室戸
市とも連携して自治体における GPS 津波計
の利活用について検討した．このような試み

として室戸市役所と室戸岬東漁協にミニ FM
配信局を設置して波浪，海水温，流向流速，
気温，風向風速などを音声によって配信する
ことを試み好評を博している．また，津波予
測シミュレーションを準リアルタイム化し，
ブイ設置位置に対する沿岸部の津波の増幅
特性を評価し，観測値に対する沿岸津波高の
感度分析を行った． 
(3)については前述のようにブイに様々な気
象・海象観測装置を取り付けて観測を行い，
その結果を準リアルタイムで沿岸住民に伝
達するシステムを構築し配信している．これ
により津波だけでなく日常的な海洋情報に
住民が接する機会が多くなり波浪防災にも
寄与することができようになった．さらには
本研究期間内に国土交通省の波浪観測シス
テムであるナウファスの次世代システムと
してGPSブイが採用され 11機のブイが三陸
から四国にかけての太平洋沿岸に設置され
た． 
(4)については GPS ブイの設計・施工におい
て環境負荷を考慮した検討を行っている．幸
い，本研究に引き続き平成 21 年度より新た
な研究計画がスタートすることになったの
で本研究は引き続き実施されていくことに
なった． 
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